
販売店様へ
本書で  と表示されている箇所は、KPG-81D（プログラミングソ
フト）のヘルプ文に設定などの詳細が記載してあります。そちらをご覧くだ
さい。
KPG-81Dを使用するにはWindows® PC、およびインターフェイスケーブル
KPG-22が必要です。

次の理由によりTCP-U80の各種設定はKPG-81Dで行なうことを推奨します。
● KPG-81Dにてのみ設定できる項目があります。
● ユーザーが誤って設定した事による、運営トラブルを防止します。
● 同じ設定を複数のTCP-U80に書き込む作業が簡単にできます。

販売店様用

特定小電力トランシーバー

TCP-U80
取扱説明書
お買い上げいただきましてありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる場所に保存してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用することはできません。
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安全上のご注意
絵表示について
この「安全上のご注意」には、お使いになるかたや他の人への危害と財産
の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を
記載しています。ご使用の際には、次の内容（表示と意味）をよく理解し
てから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

危険

警告

注意

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡また
は重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される
内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取扱をすると、人が傷害を負
う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が
想定される内容を示しています。

絵表示の例
 記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があ

ることを告げるものです。図の近くに具体的な注意内容
を示しています。

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近くに具体的な禁止内容を示しています。

 記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるも
のです。図の中や近くに具体的な指示内容（左図の場合
はACアダプターをACコンセントから抜け）を示して
います。

 ・お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、そ
の他の不具合、またはこの製品の使用によって受けられた損害につき
ましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切そ
の責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
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危険
電池パックの取扱について
電池パックは以下のことをお守りいただけない場合、けがや電池の漏
液、発火、発熱、破裂させる原因になります。
● 充電温度範囲は、5℃～40℃です。この温度範囲以外では
充電しないでください。

● 専用充電器以外では充電しないでください。

● 本機以外の機器に取付けないでください。

● 火の中に投入したり、加熱したり、ハンダ付けしないでく
ださい。

● 端子を針金などの金属類でショートさせないでください。
また、ネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち運んだり、保
管しないでください。

● 液が目に入ったときは、失明のおそれがありますので、こ
すらずに、すぐにきれいな水で洗った後、直ちに医師の治
療を受けてください。

● 液が皮膚や衣服に付着したときは、皮膚に障害を起こすお
それがありますので、すぐにきれいな水で洗い流してくだ
さい。

警告
使用環境・条件
● 交通安全上、運転しながら交信するのはおやめください。

● 電子機器(特に医療機器)の近くでは使用しないでください。
電波障害により機器の故障・誤動作の原因になります。

● 航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、中継局周辺では、絶
対に使用しないでください（電源も入れないでください）。
運行の安全や無線局の運用、放送の受信に支障をきたすお
それがあります。

● 本機を使用できるのは、日本国内のみです。国外では使用
できません。
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充電器の取扱について
● AC100V以外の電圧で使用しないでください。火災・感電・
故障の原因になります。

● タコ足配線はしないでください。過熱・発火の原因になり
ます。

● 濡れた手で電源プラグに触れたり、電源コードを抜き差し
しないでください。感電の原因になります。

● 電源プラグはACコンセントに確実に差し込んでください。
電源プラグの端子に金属などが触れると、火災・感電・故
障の原因になります。

● 電源プラグの端子にほこりが付着したまま使用しないでくだ
さい。ショートや過熱により火災や感電の原因になります。

使用方法について
● 長時間の連続送信はしないでください。本体の温度が上昇
して、やけどの原因になります。

● アンテナのごく近くに人・動物・ペット等がいるときは、電
波を発射しないでください。やけど、目の異常の原因にな
ります。

● 本機に水をかけたり、水が入ったり、ぬらさないよう、ご注
意ください。火災・感電・故障の原因になります。

● 水などで濡れやすい場所(風呂場など)では使用しないでくだ
さい。火災・感電・故障の原因になります。

● 本機の近くに小さな金属物や水などの入った容器を置かな
いでください。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電・
故障の原因になります。

● 本機は調整済みです。分解・改造して使用しないでくださ
い。火災・感電・故障の原因になります。
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異常時の処置について
● 内部に水や異物が入った場合や、落としたり、ケースを破
損した場合、または異常な音がしたり、煙が出たり、変な
臭いがするなどの、異常な状態になった場合は、そのまま
使用すると、火災・感電・故障の原因になります。

● 煙りが出た時は、すぐに電源スイッチを切り、電池パック
を外し、充電中は電源プラグをACコンセントから抜き、煙
が出なくなるのを確認してから、お買い上げの販売店にご
連絡ください。

● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに電源スイッチを切り、
充電中は電源プラグをACコンセントから抜いて、ご使用を
おひかえください。

保守・点検
● 本機のケースは開けないでください。感電・けが・故障の原
因になります。内部の点検・修理は、お買い上げの販売店
にご依頼ください。

お客様による修理は、危険ですから絶対におやめください。

注意
使用環境・条件
● テレビやラジオの近くで使用しないでください。電波障害
を与えたり、受けたりすることがあります。

● 直射日光が当たる場所や車のヒーターの吹き出し口など、
異常に温度が高くなる場所には置かないでください。内部
の温度が上がり、ケースや部品が変形・変色したり、火災
の原因になることがあります。

● 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風通しの悪い場所に
は置かないでください。火災・感電・故障の原因になるこ
とがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所、振動の多い場所には置かな
いでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因になる
ことがあります。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所
には置かないでください。火災・感電・故障の原因になる
ことがあります。
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充電器の取扱について
● 充電器のコードを熱器具に近づけないでください。コード
の被覆が溶けて火災・感電・故障の原因になることがあり
ます。

● 充電器の電源コードを抜くときは、必ずプラグを持ってく
ださい。コードを引っぱると、コードが傷つき、火災・感
電・故障の原因になることがあります。

使用方法について
● アンテナを誤って目にささないようにご注意ください。

● SP/MIC端子にはオプションのヘッドセットやスピーカー
マイクロホン以外は接続しないでください。故障の原因に
なることがあります。

● 旅行などで長期間使わないときは、電源スイッチを切り、電
池パックを外して、充電器は電源プラグをACコンセントか
ら抜いてください。

保守・点検
● お手入れの際は、電源スイッチを切り、電池パックを外して、
充電器は電源プラグをACコンセントから抜いてください。

● 水滴が付いたら、乾いた布でふき取ってください。汚れの
ひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用ください。シ
ンナーやベンジンは使用しないでください。

電波法に関するご注意

● 本機裏面の技術基準適合証明ラベルをはがさないでください。使用
できなくなります。

● 本機を分解したり、改造して使用することは電波法により禁止され
ています。

● 他人の通信を聞いてこれを漏らしたり、窃用することは電波法によ
り禁止されています。

● 無線機の使用が禁止されている所があります。航空機内、空港敷地
内、新幹線車両内などでは使用しないでください。



10ーご使用の前にー

ご
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前
に

ご
使
用
に
あ
た
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て

ご使用にあたって
¡本機は2つの運用モードを搭載した、特定小電力トランシーバーです。
ノーマルモードでは20チャンネルに対応し、従来の9チャンネルと11
チャンネルのどちらとでも交信できます。
また、レピーター運用モードでは27チャンネルに対応し、従来の9チャ
ンネルと18チャンネルのレピーターのどちらとでもアクセスできます。
従来の機種との組み合わせについては、「特定小電力トランシーバー互換
表」をご覧ください（→59ページ）。

・ノーマルモード（シンプレックス）　　
1～11チャンネル ：従来の11チャンネルのトランシーバーと

の交信にも使えます。
h1～h9チャンネル：従来の9チャンネルのトランシーバーとの

交信にも使えます。

・レピーター運用モード（セミデュプレックス）
1～18チャンネル ：従来の18チャンネルのレピーターとの

アクセスにも使えます。
h1～h9チャンネル：従来の9チャンネルのレピーターとのアク

セスにも使えます。

5c
m こちらU80、 

聞こえますか？ 

聞こえますよぉ、 
どうぞ！ 

こちらU80、 
聞こえますか？ 5c

m

聞こえますよぉ、 
どうぞ！ 
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ご
使
用
の
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ご
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て

ご使用にあたって

ご注意
¡ テレビ、ラジオ、パソコンなど電子機器の近くで使用すると、電波
妨害を与えたり、受けたりすることがあります。これらの機器から
は離れてお使いください。

・チャンネル選択モード
コールNo.ごとに、ノーマルモードとレピーター運用モードやグループ番
号、チャンネル、セレコール、レピーターアクセスモード、およびプライ
オリティーチャンネルを設定して運用できるモードです。
詳しくは「こんな機能もあります」（→51ページ）をご覧ください。

¡通話のできる距離は地形や環境によって大きく異なりますが、目安は次
のとおりです。
建築物が多い地域や、自動車などの金属物体の周囲では、通話のできる
距離が短くなります。
・市街地 .................................................................100～200m
・高速道路上の車と車 .......................................... 300～500m
・見通しのよい場所 ..............................................1～2km

¡本機は多少の水滴がかかったり、濡れた手で使っても安心な日常生活防
水仕様です。（JIS保護等級4防沫型相当）ただし、水をかけたり、水の
中に落としたりすると故障の原因になりますのでご注意ください。また、
本機が濡れたまま充電すると、故障の原因になりますのでご注意くださ
い。本機が濡れた場合は、乾いた布でよくふき取ってから充電器に差し
込んでください。

¡SP/MIC端子にオプションのヘッドセットやスピーカーマイクロホンを
接続している場合は、防水効果はありません。なお、オプションを接続
しない場合は、防水効果をもたせるため、SP/MIC端子のカバーは取り
付けた状態でご使用ください。

¡激しい振動、雨、粉塵がある環境では使用しないでください。
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ご
使
用
の
前
に

付属品を確認する
付属品がすべて揃っていることをご確認ください。
・本体 ..................................................................... 1
・電池カバー .........................................................1
・充電式リチウムイオン電池（UPB-3L）......... 1
・充電器（W08-0529-XX）.............................. 1
・ACアダプター（W08-0528-XX）............... 1
・ベルトフック（J29-0465-XX）................... 1
・マイクプラグ固定金具（J21-8344-XX）.... 1
・保証書 ................................................................. 1
・サービス一覧表.................................................. 1
・取扱説明書（本書）............................................ 1

電池について

電池の使用可能時間のめやす
¡リチウムイオン電池の使用可能時間は約16時間です。
測定条件：送信6秒、受信6秒、待ち受け48秒を繰り返したとき。

電池の残量表示について
¡電池の残量目安を三段階で表示します。
　1個点灯になると、警告音が「ピーピーピーピー」と4回鳴り、電池が
消耗していることをお知らせします。早めに電源を切り電池を充電する
か、予備と交換してください。電池が消耗していると、電源を入れるた
びに警告音が鳴ります。

バッテリーセーブについて
¡電池の消耗を防ぐ機能です。受信待ち受け状態で約5秒間キー操作がな
いと、この機能が働きます。信号を受信するか、キー操作が行われると
バッテリーセーブは解除されます（→50ページ）。

準
備
す
る

準備する

   3個点灯 
（満充電時） 

   2個点灯 
（充電準備） 

   1個点灯 
（要充電時） 
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ご
使
用
の
前
に

ご注意
¡ お買い上げ時は満充電にしておりません。お使いになる前に専用の
充電器で、必ず満充電にしてご使用ください。

¡ 長時間お使いにならないときは、電池を本機から取り出しておいて
ください。

¡ バッテリーセーブは、オートチャンネルセレクト中とモニター中は
動作しません。

¡ 電池パックの端子をショートさせたり、電池パックを火中に投じた
りしないでください。また、電池パックを分解しないでください。

¡ 満充電しても使用時間が短くなってきた場合は、電池の寿命です。
このまま充電／放電を繰り返すと、液漏れの原因になることがあり
ます。新しい電池パックをお買い求めください。

準
備
す
る

準備する

電池パックの特性について
・ 電池を初めて使用する前には、必ず充電を行ってください。
・ 充電／放電を繰り返すと、使用できる時間が徐々に短くなります。
・ 使用せずに置いておくだけでもわずかながら電池の劣化が進みます。
・ 高温状態で充電／放電を行ったり、無線機を使用すると寿命が短くなり
ます。また、高温状態での保管も劣化の進行が早まります。車の中に置
いたままにしたり、暖房機の上に置いたりしないでください。

・ お買い上げ後または長期間保存後は、電池容量が低下していることがあ
ります。必ず充電してからご使用ください。

不要になった電池は、貴重な資源を守る
ために廃棄しないで充電式電池リサイク
ル協力店へお持ちください。 
リサイクルにご協力お願いいたします。 

 使用後は 
リサイクルへ 

Li-ion CO 充電式電池 



14ーご使用の前にー

ご
使
用
の
前
に

電池の入れ方

1 付属の電池を収納部に入れる

電池はラベル面がスピーカー側になる
ようにしてください（右図では下側が
ラベル面）。

2 電池の電源端子を本体に取
り付ける

端子は赤色のコードが左側になるよう
にして、確実に差し込んでください。
取り付けが終了したら、コードは電池
の上を通し、金色の充電器用端子の上
にコードがかぶさらないように注意し
てください。

3 電池カバーを取り付ける

電池カバーと本体の間に隙間ができな
いように注意してください。
防水機構になっていますので、ねじは
コイン等を使用して完全に締め付けて
ください。

電池を取り外す

手順3→1へ、取り付けと逆の作業を
行います。

準
備
す
る 黒 

赤 

準備する
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ご
使
用
の
前
に

充電のしかた
はじめてお使いになるときや、使用後は必ず充電してください。

1 ACアダプターのプラグを
充電器のDC IN端子に差し
込む

2 ACアダプターを電源コン
セントに差し込む

3 本機の電源をOFFにして充
電器に差し込む

充電ランプが赤色に点灯します。

4 充電ランプが緑色に点灯し
て、充電が完了する

本機を抜き取ります。
充電時間の目安は約4時間です。
充電ランプの表示について
赤色：充電中
緑色：充電完了時

ご注意
¡ 必ず専用のリチウムイオン電池を使用して充電してください。指定
以外の電池を用いて充電すると故障の原因になります。

¡ 充電性能に影響を与えますので、充電中は本機の電源を必ずOFF
にしてください。

¡ 満充電しても使用時間が短くなってきた場合は、電池の寿命です。
このまま充電／放電を繰り返すと、液漏れの原因になることがあり
ます。新しい電池パックをお買い求めください。

¡ 充電器の端子は、ゴミなどが付着しないように綿棒や乾いたやわら
かい布で時々拭いてください。

CHARGING(RED)
COMPLETE(GRN)

充電ランプ 

準
備
す
る

準備する

DC IN端子 

充電器 
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ご
使
用
の
前
に

準
備
す
る

ベルトフックを取り付ける
ベルトフック取り付けネジ（3mm×4mm）は、あらかじめ本体に取り
付けてあります。

1 本体裏側のネジ2本を取り
外す

2 付属のベルトフックと本体
のネジ穴を合わせて、ネジ
で止める

市販品のストラップを取り付けたい時は・・・
本体上部のストラップ取り付け穴に、ストラップの紐を取り付けます。

準備する
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ご
使
用
の
前
に

ヘッドセットやスピーカーマイクロホンを取り付ける
（オプション）
ヘッドセットやスピーカーマイクがSP/MIC端子から外れるのを防ぐた
めに、マイクプラグ固定金具は必ず取り付けてください。

1 本体上部のSP／MIC端子カ
バーのネジをコイン等を使
用してゆるめ、カバーを取り
外す

2 ヘッドセットまたはスピー
カーマイクロホンのプラグ
を取り付ける

3 ヘッドセットまたはスピー
カーマイクロホンのプラグ
を固定金具で止める

ネジはコイン等を使用して確実に締め
付けてください。

ご注意
¡ ヘッドセットやスピーカーマイクロホンを取り外すときは、プラグ
部をしっかり持って取り外してください。ケーブルを持って取り外
すと、故障の原因になります。

準
備
す
る

準備する
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ご
使
用
の
前
に

各
部
の
名
称

本体

各部の名称

P

PWR

F

スピーカーマイクロホン 
端子カバー 

アンテナ 

【P】キー 【F】キー 

  LED 
（送信中／受信中ランプ） 

【VOL】ツマミ 
（ボリューム） 

【POWER】キー 

スピーカー 

マイク 
(搭載位置)

【UP】キー 
【DOWN】キー 

【PTT】キー 

 表示部 
（→20ページ） 
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ご
使
用
の
前
に

キーの名称 

【POWER】 

【PTT】 

【UP】 

【DOWN】 

【F】 

【P】 

通常の動作 

・電源のON／OFF 

・送信（押している間のみ） 
・コールトーン1の送出（＋【DOWN】） 
・コールトーン2の送出（＋【UP】） 

・チャンネルアップ（1秒以上押すと早送り） 
・グループ番号のアップ（1秒以上押すと早送り） 
・スクランブル機能のON／OFF（スクランブル機能設定時） 
・振動着信機能のON／OFF（振動着信機能設定時） 

・チャンネルダウン（1秒以上押すと早送り） 
・グループ番号のダウン（1秒以上押すと早送り） 
・スクランブル機能のON／OFF（スクランブル機能設定時） 
・振動着信機能のON／OFF（振動着信機能設定時） 

・設定／変更する機能の選択、確定 
 （チャンネル→グループ番号→スクランブル→振動着信→ 
　VOXの順に選択）　 
・キーロックの設定／解除（＋【POWER】） 

・割り当てられた機能 

・ファンクション設定（＋【POWER】） 

各
部
の
名
称

各部の名称
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ご
使
用
の
前
に

表示部

各
部
の
名
称

参考
¡ 電源を入れてから5秒間、表示部の照明が点灯します。【PTT】以
外のキー操作を行うと、再び点灯します。【PTT】以外のボタンを
押し続けている間も、点灯し続けます。

振動着信設定カーソル 

振動着信ON表示 

スクランブル設定カーソル 

スクランブルON表示 

グループNo.設定カーソル 

 ・グループNo.表示 
 ・セレコールIDNo.表示 
 ・ファンクション設定 
　 状態表示 

グループB表示ドット 

 ・送信／受信チャン 
　 ネルNo.表示 
 ・セレコール種別表示 
 ・ファンクション設定 
　 機能表示 

二面待ち表示ドット 

VOX設定カーソル 

VOX機能ON表示 

電池残量表示 

オートパワーオフ 
ON表示 

 

 

 

レピーター運用 
モード表示 

キーロックON表示 

セレコールモード
ON表示 

各部の名称
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ご
使
用
の
前
に

VOX機能のON／OFFを設定するときに点滅 

VOX機能がONに設定されているときに点灯 

振動着信モードのON／OFFを設定するときに点滅 

振動着信がONに設定されているときに点灯 

スクランブルモードのON／OFFを設定するときに点滅 

スクランブルがONに設定されているときに点灯 

電池の残量を表示 

オートパワーオフがONに設定されているときに点灯 

レピーター運用モードに設定されているときに点灯 

グループNo.表示 
セレコールIDNo. 
ファンクション設定状態表示 

グループNo.を設定するときに点滅 

グループB No.のときに点灯 

送信／受信チャンネルNo.表示 
表示セレコール種別表示 
ファンクション設定機能表示 

二面待ちが設定されているときに点灯 

キーロックがONに設定されているときに点灯 

セレコール機能を使用するときに点灯 

表示 意　味　 No.

各部の名称

各
部
の
名
称
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基
本
操
作

通話する（ノーマルモード）

通
話
す
る
（
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド
）

相手の方と同じチャンネル番号を設定し、送信／受信を切り換えながら通
話します。あらかじめ、運用モードを確認しておきます（→24ページ）。

電源を入れる

1 【POWER】を1秒以上押す
電源が入り、チャンネル番号が表示されます。

2 【VOL】を回し、音量を上げる

3 【UP】または【DOWN】を押す
チャンネル番号を合わせます。
【UP】または【DOWN】を1秒以上押すと、押し
続けている間チャンネル番号が早送りされます。
従来の11チャンネル機と交信するときは、1～
11に合わせます。
従来の9チャンネル機と交信するときは、h1～
h9に合わせます。

送信する

4 【PTT】を押しながら話す
LEDが「赤」に点灯し、送信状態になります。
マイク部から口を5cmくらい離してお話しく
ださい。

連続通信時間は3分間です。
続けて通信するときは、送信停止2秒後に
【PTT】を押して相手を呼び出してください。

例：3チャンネルに
合わせた場合

例：h3チャンネルに
合わせた場合

ご注意
¡ LEDが「緑」に点灯中に【PTT】を押すと、「プー」と鳴り送信できま
せん。相手の方からの送信が終了し、LEDが消灯したら【PTT】を押
して送信します。

赤色点灯 
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基
本
操
作

通話する（ノーマルモード）

通
話
す
る
（
ノ
ー
マ
ル
モ
ー
ド
）

受信する

5 【PTT】から指を離す
受信待受の状態で相手から送信されると、LED
が「緑」に点灯します。

手順4と5の操作を繰り返して、通話します。

電源を切る

6 【POWER】を1秒以上押す
表示が消え、電源が切れます。

通話時間終了の予告
本機の1回の通信時間は、送信・受信を合わせて3分間です。通話終了
の30秒前になると、表示部の数字が点滅しながらカウントダウンを始め
ます。10秒前になると「ピッ」と予告音が鳴り、3分を経過すると送信
禁止音とともに送信を停止し、受信待ち受け状態に戻ります。

ご注意
¡ 設定したチャンネル番号がすでに使用されている場合、相手の方と共
に、他のチャンネル番号を設定してください。

¡「近距離（約10m以内）に他のチャンネルを使用しているトランシー
バーがあると、h7と1、h8と2、h9と3チャンネルの組み合わせで
混信をおこす場合がありますので、多数のグループが近距離で運用する
場合は、同一グループチャンネル（h1～h9または1～11チャンネ
ル）内での運用をお勧めします。

¡ キーロックをONにすると、通話中に間違えてキーを押してもチャンネ
ルやモードは変わりません（→33ページ）。

参考
¡ 本機には、基本通話の他に2種類の通話方法があります。必要に応じ
て設定してください。通話のしかたは基本通話と同じです。
グループモード…仲間どうしで通話したいとき（→28ページ）
スクランブルモード…他の人に通話を聞かれたくないとき（→30ページ）

緑色点灯 
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応
用
操
作

本機には、次の2つの運用モードがあります。使用目的により、どちら
のモードでも選択することができます。ただし、運用モードのちがう相手
との通信はできません。
レピーターに関しては、レピーターに付属している取扱説明書をご覧くだ
さい。

¡ノーマルモード
　本機どうしで直接相手局と通信を行うときに設定します。
　レピーターを使用することはできません。
　工場出荷時はノーマルモードに設定されています。

¡レピーター運用モード
　レピーター（中継機）を介して相手局と通信を行うときに設定
　します（「継」が点灯する）。
　本機の通話エリアが拡大されます。
　本機どうしで直接通信することはできません。

運
用
モ
ー
ド
の
確
認

運用モードの確認

ご注意
¡ 相手またはグループ全員が同じ運用モードに設定されてないと通信でき
ません。

¡ レピーター運用モードに設定したときは、オプションのレピーターを併
用しないと通話できません。

チャンネル番号 

チャンネル番号 

グループ番号 

レピーター運用 
モード表示 
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応
用
操
作

レピーター運用モードで通話するには、双方のチャンネルとグループ番号
（→28ページ）をレピーターのチャンネルとグループ番号に合わせてお
きます。
準備が終わったら送信／受信を切り替えながら通話します。

工場出荷時はレピーターアクセスモードが「TCB-U700」に設定されて
います。UBZ-RG27でレピーター運用する場合は、レピーターアクセス
モードをKPG-81Dにて「UBZ-RG27」へ変更する必要があります。

電源を入れる

1 【POWER】を1秒以上押す
電源が入り、チャンネル番号が表示されます。

2 【VOL】を回し、音量を上げる

3 【UP】または【DOWN】を押す
チャンネル番号を合わせます。
【UP】または【DOWN】を 1 秒以上押すと、
押し続けている間チャンネル番号が早送りさ
れます。
従来の18チャンネル機と交信するときは、1～
18に合わせます。
従来の9チャンネル機と交信するときは、h1～
h9に合わせます。

通
話
す
る
（
レ
ピ
ー
タ
ー
運
用
モ
ー
ド
）

通話する（レピーター運用モード）

例：h3cH、グループ1
に合わせた場合

例：3cH、グループ1に
合わせた場合

ご注意
¡ レピーター運用モードではグループ「101～183」はトーン信号が
DCSのため使用できません。
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応
用
操
作

送信する

4 【PTT】を押し続ける
レピーターアクセスを確認します。
アクセス音（ピッ）が鳴ったら【PTT】を押し
たままで、手順5へ移ってください。
エラー音（ピッピッピッ…）が鳴ったら手順4
の操作を繰り返します。

5 【PTT】を押しながら話す
LEDが「赤」に点灯し、送信状態になります。
マイク部から口を5cmくらい離してお話しく
ださい。

連続通信時間は3分間です。
アクセスが外れたり、通話時間が終了したら
再度手順4から操作してください。

続けて通信するときは、送信停止2秒後に
【PTT】を押して相手を呼び出してください。

受信する

6 【PTT】から指を離す
受信待受の状態で相手から送信されると、LED
が「緑」に点灯します。

手順5と6の操作を繰り返して、通話します。

緑色点灯 

通
話
す
る
（
レ
ピ
ー
タ
ー
運
用
モ
ー
ド
）

赤色点灯 

通話する（レピーター運用モード）

ご注意
¡ セレコール使用時（→36ページ）やレピーター運用モードのときは、
相手の振動着信（振動着信モード→32ページ）が開始されるまで2
秒ほどかかります（レピーター運用モードはアクセスが成功してから
2秒ほど）。通常より【PTT】を長く押し続けてください。
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応
用
操
作

電源を切る

7 【POWER】を1秒以上押す
表示が消え、電源が切れます。

通話時間終了の予告
本機の1回の通信時間は、送信・受信を合わせて3分間です。通話終
了の30秒前になると、表示部の数字が点滅しながらカウントダウン
を始めます。10秒前になると「ピッ」と予告音が鳴り、3分を経過す
ると送信禁止音とともに送信を停止し、受信待ち受け状態に戻ります。

通
話
す
る
（
レ
ピ
ー
タ
ー
運
用
モ
ー
ド
）

通話する（レピーター運用モード）

ご注意
¡ レピーター運用モードに設定すると自局のチャンネル番号とグループ番
号がレピーターのチャンネル番号とグループ番号に一致したときのみ通
信可能となります。

¡ 運用モードを切り替えると、チャンネル番号、グループ番号、オート
チャンネルセレクト、スクランブルモード、振動着信モードの各設定
は、初期設定時の状態に戻ります。

¡ 設定したチャンネル番号がすでに使用されている場合、相手の方ととも
に、他のチャンネル番号を設定してください。

¡ キーロックをONにすると、通話中に間違えてキーを押してもチャンネ
ルやモードは変わりません（→33ページ）。
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応
用
操
作

他のグループと同じチャンネルで交信している場合、お互いの声が混ざり
合って通信しづらくなります。仲間どうしでグループモードを設定してお
くと、混信がなくなって快適に通話ができます。
工場出荷時は「OF（OFF）」（ノーマル運用モード）または「1」（レピー
ター運用モード）に設定されています。

設定する

1 【F】を1秒以上押す
グループ設定カーソルが点滅し、「OF（OFF）」
が表示されます。
レピーター運用モードでは、現在設定されてい
る番号が表示されます。

2 【UP】または【DOWN】を押す
「1～38」または、「101～183」から選んで
ください。
二面待ち機能（→44ページ)をONに設定して
いる場合は手順3へ進んでください。
二面待ち機能をOFFに設定している場合は手順
5へ進んでください。

グループBの設定

3 【F】を1回押す
グループ番号に「ドット」が点灯して、グルー
プBの設定になります。

4【UP】または【DOWN】を押す
「1～38」または、「101～183」から選んで
ください。

5 【PTT】を押す
グループ番号が設定されます。

グ
ル
ー
プ
で
通
話
す
る
（
グ
ル
ー
プ
モ
ー
ド
）

点滅 

グループで通話する（グループモード）

点灯 
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応
用
操
作

解除する

1 【F】を1秒以上押す
2 【UP】または【DOWN】を押す

「OF（OFF）」を表示させます。
二面待ち機能をON に設定している場合はグ
ループBも同様に操作して下さい。。

3 【PTT】を押す
グループ番号の設定が解除されます。

グループで通話する（グループモード）

グ
ル
ー
プ
で
通
話
す
る（
グ
ル
ー
プ
モ
ー
ド
）

ご注意
¡ レピーター運用モードではグループ「101～183」はトーン信号が
DCSのため使用できません。

¡ 他のグループが同じチャンネル番号を使用しての場合、音声は聞こえな
くても受信状態になり、LEDが「緑」に点灯ます。この時に【PTT】を
押しても「プー」と鳴って送信できません。

¡ バッテリーセーブ機能が働いているときに、同じグループを受信する
と、バッテリーセーブ機能は自動的に解除されますが、違うグループを
受信している場合は、バッテリーセーブ機能は解除されません。このと
きに受信信号の確認動作を繰り返し行なうため、LED（緑色）が点滅す
ることがあります。

¡ レピーター運用モードで使用中にグループモードを解除すると、レピー
ター（中継器）は動作しなくなります。

¡ レピーター運用モードにおいて、グループモードを解除する場合、レ
ピーターのグループ番号もOFFに設定してください。

¡ チャンネル番号、グループ番号、スクランブルモードの設定は、通話す
る相手の方と設定を合わせてください。設定を合わせないと通話できま
せん。

参考
¡ 10秒以上操作を行わない場合、手順2、または4で選択した状態が自
動的に設定されます。

¡ 一度設定したグループ番号は、全チャンネル共通で使えます。
¡【UP】または【DOWN】を1秒以上押し続けると、グループ番号は早
送りされます。

¡ グループ「1～38」はトーン信号がCTCSS、「101～183」はトー
ン信号がDCSになります。
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通話を聞かれないようにする（スクランブルモード）
グループモード時にスクランブルモードを設定すると、スクランブルモー
ドを設定していない人は会話を聞き取れなくなります。
あらかじめグループ番号を設定してください（→28ページ）。
工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

設定する

1 【F】を1秒以上押す
2 【F】を1回押す
（二面待ちON時は2回）

スクランブル設定カーソルが点滅します。

3 【UP】または【DOWN】を押す
「秘」を点灯させます。

4 【PTT】を押す
スクランブルモードが設定さます。

グ
ル
ー
プ
で
通
話
す
る
（
グ
ル
ー
プ
モ
ー
ド
）

ご注意
¡ グループ番号とスクランブルモードが一致した場合、第三者でも通信を
傍受できます。高度な機密を要する通話では、本機のご使用をお薦めい
たしかねます。

参考
¡ 10秒以上操作を行わない場合、手順3で選択した状態が自動的に設定
されます。

¡ グループモードをOFFにすると、スクランブルモードもOFFになり
ます。

点滅 

点灯 

グループで通話する（グループモード）
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解除する

1 【F】を1秒以上押す
2 【F】を1回押す
（二面待ちON時は2回）

スクランブル設定カーソルが点滅します。

3 【UP】または【DOWN】を押す
「秘」を消灯させます。

4 【PTT】を押す
スクランブルモードが解除されます。

グループで通話する（グループモード）

グ
ル
ー
プ
で
通
話
す
る
（
グ
ル
ー
プ
モ
ー
ド
）

ご注意
¡ チャンネル番号、グループ番号、スクランブルモードの設定は、通話す
る相手の方と設定を合わせてください。設定を合わせないと通話できま
せん。

参考
¡ 10秒以上操作を行わない場合、手順3で選択した状態が自動的に設定
されます。

消灯 
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呼び出されたことを、本機の振動によって知ることができます。音を出し
たくないときや、騒音で音が聞こえないときなどに便利です。
工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

設定する

1 【F】を1秒以上押す
2 【F】を1回押す
（グループモードON時は2回、二面待ち
ON時は3回）
「振動着信設定カーソル」を点滅させます。

3 【UP】または【DOWN】を押す
「振」を点灯させます。

4 【PTT】を押す
振動着信モードが設定され、約1秒間振動します。

呼び出されたとき

1 本機が約10秒間振動する

2 【PTT】を押し、送信する
振動は止まり、「振」表示が点滅します。
点滅中に受信音声が出ます。

呼び出し音を振動にする（振動着信モード）

点滅 

点灯 

呼
び
出
し
音
を
振
動
に
す
る
（
振
動
着
信
モ
ー
ド
）

ご注意
¡ レピーター運用モードのとき、送信してレピーターアクセスに成功する
と、「振」表示は点滅します。失敗すると「振」表示は点灯のままです。

¡ 振動機能はLEDが点灯してから若干遅れて動作します。
¡ セレコール使用時やレピーター運用モードのときは、相手の振動着信が開
始されるまで2秒ほどかかります（レピーター運用モードはアクセスが成
功してから2秒ほど）。通常より【PTT】を長く押し続けてください。

¡「振」表示が点滅中は相手から呼び出されても振動しません。
¡「振」表示の点滅は30秒間送信せず、呼び出しもないときは点滅を終
了します。

¡ グループ番号を設定している場合、そのチャンネルが信号を受信して
も、グループ番号が一致しないときは振動しません。

参考
¡ 設定中に、10秒以上操作を行わない場合、手順3で選択した状態が自
動的に設定されます。
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誤ってキーが押されるのを防ぐ（キーロック）
通話中はキーロックしておくと、間違えてキーを押しても動作しないよう
に設定できます。
工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

設定する

1 一度電源を切る

2 【F】を押しながら【POWER】を
押して電源を入れる

「 」表示が点灯します。
キーロックが設定され、【POWER】【PTT】
【VOL】以外は動作しなくなります。

解除する

1 一度電源を切る

2 【F】を押しながら【POWER】を
押して電源を入れる

「 」表示が消灯します。
キーロックが解除されます。

点灯 

誤
っ
て
キ
ー
が
押
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
（
キ
ー
ロ
ッ
ク
）

参考
キーロック中でも以下の機能は動作します。

¡電源ON／OFF　¡送信　¡コールトーン送出　¡キーロック解除
¡ファンクション設定 ¡オールリセット ¡モニターON／OFF

消灯 
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話すだけで自動送信する（VOX）
【PTT】を押さなくても、マイクに向かって話すだけで自動送信されます。
話をやめると自動で受信待ち受け状態になります。
工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

設定する

1 【F】を1秒以上押す
2 【F】を2回押す
（グループモードON時は3回、二面待ち

ON時は4回）

「VOX設定カーソル」を点滅させます。

3 【UP】または【DOWN】を押す
「VOX」を点灯させます。

4 【PTT】を押す
VOXモードが設定されます。

ご注意
¡ VOXは確認音が鳴っているとき、コールトーンが設定されているとき、
およびスケルチが開いているときは用できません。

¡ 電池の量が少なくなると、VOXは使用できなくなります。表示部の電
池残量表示が減り始めたら早めに電池を充電してください。

¡ VOXと振動着信モード（→32ページ）は同時に設定できません。VOX
をONにすると振動着信モードはOFFになります。

¡ 信号を受信しているときは、送信できません。
¡ 別売品のKMC-21、SMC-34、EMC-2B、およびEMC-3は【PTT】
を押さないとマイクが正常に動作しないため、VOX機能を使用するこ
とはできません。

¡ プライオリティチャンネルでは、VOX機能は動作しません。
参考
¡ 10秒以上操作を行わない場合、手順3で選択した状態が自動的に設定
されます。

¡ マイクの感度や送信終了の遅延時間を設定することができます（→
45、46ページ）。

話
す
だ
け
で
自
動
送
信
す
る
（
Ｖ
Ｏ
Ｘ
）

点灯 

点滅 
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相手をコールトーンで呼び出す
相手を電話の呼出音のような音（コールトーン）で呼び出すことができま
す。各コールトーンは、操作時に設定されている音色で鳴り、確認するこ
とができます。

コールトーン1で呼び出すとき

【PTT】を押したまま【DOWN】を
押す

押している間コールトーン1が送信されます。

コールトーン2で呼び出すとき

【PTT】を押したまま【UP】を押す

押している間コールトーン2が送信されます。

　
本機の【P】キー、またはマイクロホンの【1】、【2】、【3】のキーに、
コールトーン1、コールトーン2、設定してある場合は、それらのキー
を押してコールトーンを送出することができます。
また、コールトーンのu

相
手
を
コ
ー
ル
ト
ー
ン
で
呼
び
出
す

【PTT】 

【DOWN】 

【UP】 

【PTT】 

ご注意
¡ セレコールでは、コールトーンを使用できません。
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セレコールを使う

セレコールを使用すると、個別、グループ、グループ代表者または、全局
一斉にと自由に選択して呼び出すことができます。
また、不在中に連絡があったことを知らせることもできます。

呼び出す

1 【P】を1秒以上押す
「呼」が点灯し、セレコールモードになります。

2 【P】を押す
IDリストを表示します。

3 【UP】または【DOWN】を押す
呼び出す IDリストを選択します。

個別呼び出し
相手局を個別に呼び出して通話できます。「
（Id）」が表示されます。

グループ呼び出し
グループを呼び出して、グループ内すべての相手
と通話できます。「 （GP）」が表示されます。

グループ代表呼び出し
違うグループの同じIDの相手を呼び出して通話
できます。「 （SP）」が表示されます。

一斉呼び出し
すべての相手局を呼び出して、すべての相手と
通話できます。「 （AL）」が表示されます。

セ
レ
コ
ー
ル
を
使
う

点灯 

IDリスト 

例：個別呼び出し
　　の場合
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4 【PTT】を押す
呼び出しが開始されます。
相手が受信すると呼び出し音が鳴り、通話でき
ます。

受信する

1 【P】を1秒以上押す
「呼」が点灯し、セレコールモードになります。

2 呼び出し音が鳴る

呼び出された相手と通話できます。
「振動着信モード」（→32ページ）に設定してあ
る場合は、受信音声の代わりに振動でお知らせ
します。

終了する

【P】を1秒以上押す

「呼」が消灯し、通常の受信待ち受けに戻ります。

セ
レ
コ
ー
ル
を
使
う

セレコールを使う

ご注意
¡ 通話中の局を呼び出すことはできません。
¡ TCB-U700を使用している時は、セレコール ID一致しなくても、グ
ループ番号が一致した場合にレピーターが接続動作しますが、通話はで
きません。

¡ セレコール使用時やレピーター運用モードのときは、相手の振動着信
が開始されるまで2秒ほどかかります（レピーター運用モードはア
クセスが成功してから2秒ほど）。通常より【PTT】を長く押し続け
てください。

¡ チャンネル選択モード（→51ページ）では、コールNo.に設定したセ
レコールのみ使用できます。
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フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
設
定
に
つ
い
て

ファンクション設定について

機　能 画面表示 参照 ページ 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49

（LP） 

（bP） 

（AC） 

（AP） 

（Ct） 

（2G） 

（GL） 

（dy） 

（Sq） 

（FS） 

（SA） 

ランプを常に点灯させる 

確認音を鳴らさないようにする 

チャンネル範囲を切り替える 

自動で電源を切る 
（APO） 

運用モードを切り替える 

グループ番号を二種類使う 
（二面待ち） 

マイクの感度を設定する 
（VOX感度） 

会話の最後が途切れないようにする 
（VOX遅延時間） 

スケルチレベルを調整する 

ボリュームが最小でも聞こえるようにする 

モニターキーを押したときの動作を設定する 

本機では通常の機能のほかに、以下のような機能が設定できます。

ファンクション設定機能一覧

KPG-81Dの設定により、お客様がファンクションの設定を変更できな
くすることもできます。
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暗い場所で操作するときに表示部がよく見えるように、照明ランプを常時
点灯させることができます。なお、通常はキーを操作すると照明が自動的
に点灯／消灯します（→20ページ）。
工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「LP」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
On（ON）：ランプ常時点灯あり
OF（OFF）：ランプ常時点灯なし

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
また、【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以
上押すと設定を終了して、電源が切れます。

ご注意
¡ 照明を常時点灯にすると電池の消耗が早くなります。

ランプを常に点灯させる

ラ
ン
プ
を
常
に
点
灯
さ
せ
る
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キー操作をしたときに鳴る確認音をビープ音といいます。このビープ音を
鳴らさないように設定できます。工場出荷時は「On（ON）」に設定され
ています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「bP」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
On（ON）：ビープ音あり
OF（OFF）：ビープ音なし

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

参考
以下の警告音、予告音などはこの機能のON／OFFと関係なく鳴ります。

¡バッテリー警告音 ¡通信時間制限予告音 ¡APO警告音
¡通話範囲外告知音 ¡送信禁止音 ¡コールトーン
¡レピーターアクセス音 ¡レピーターアクセスエラー音
¡ PLLアンロック音（無効音）¡通話終了告知音（設定ON時のみ）

確認音を鳴らさないようにする

確
認
音
を
鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
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「オートチャンネルセレクト」（→50ページ）を使用する時は、チャンネ
ル範囲を相手局の機種に合うように切り替えることが必要です（→59
ページ）。工場出荷時は「AL（全チャンネル範囲）」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す
電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「AC」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
AL ：全チャンネル範囲
bA ：バンド範囲

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

チャンネル範囲を切り替える

参考
¡チャンネル範囲の種類は次のとおりです。
「全チャンネル範囲」に設定した場合
1～11チャンネル、h1～h9チャンネルの全チャンネルをスキャン
します。
「バンド範囲」に設定した場合
オートチャンネルセレクトを開始するときに、どのチャンネル表示にし
ておくかによりスキャンする範囲が次のように変わります。
¡1～11チャンネルの間で開始した場合→1～11チャンネルを
　スキャンします。

　 ¡h1～h9チャンネルの間で開始した場合→h1～h9チャンネルを
　スキャンします。

チ
ャ
ン
ネ
ル
範
囲
を
切
り
替
え
る
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ご注意
¡ APOで電源が切れた場合、【POWER】以外のキー操作は受け付けませ
ん。なお、この状態は、電源OFFではありませんので、多少の電流は
流れています。

¡ モニター中、オートチャンネルセレクト中はAPOは動作しません。

1時間59分間信号を受信せず、キー操作も行なわれなかった場合、電源
を切り忘れたとみなして告知音を鳴らします。さらに同じ状態が1分間
続くと、自動で電源を切ります。工場出荷時は「OF（OFF）」に設定され
ています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「AP」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
On（ON）：APO ON（ が点灯する）
OF（OFF）：APO OFF

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

自動で電源を切る（APO）

自
動
で
電
源
を
切
る

点灯 
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使用目的により、2つの運用モードから一つを選択することができます。
ただし、運用モードのちがう相手との通信はできません。工場出荷時は
「SL（シンプレックス）」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「Ct」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
SL ：ノーマルモード（シンプレックス）
dP ：レピーター運用モード

　（セミデュプレックス： が点灯する）

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

参考
¡ 運用モードは相手またはグループ全員が同じモードに設定しておかない
と通信できません。

¡ レピーター運用モードに設定すると自局のチャンネル番号とグループ番
号がレピーターのチャンネル番号とグループ番号に一致したときのみ通
信可能となります。

¡ 運用モードを切り替えると、チャンネル番号、グループ番号、オート
チャンネルセレクト、スクランブルモード、振動着信モードは初期設定
時の状態に戻ります。

運用モードを切り替える

運
用
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
る

点灯 
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グ
ル
ー
プ
番
号
を
二
種
類
使
う

2つのグループ番号に対して、個別、一斉呼出を行いたいときに使用しま
す。工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「2G」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
On（ON）：二面待ちON（ドットが点灯する）
OF（OFF）：二面待ちOFF

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

ご注意
¡ レピーター運用モードのときは、二面待ち機能をONにすることがで
きません。

¡ セレコール使用時は、二面待ち機能は動作しません。

2つのグループ番号を使う（二面待ち）

点灯 
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周りの環境や声の大きさによって、本機のマイクが感知する音声レベルを
設定できます。声に合わせてスムーズに送受信が切り替わるように設定し
てください。工場出荷時は「3」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「GL」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
1～5の中から設定します。数字が大きくなる
ほど、マイク感度が高くなります。

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

ご注意
¡ VOXは確認音が鳴っているとき、コールトーンが設定されていると
き、スケルチが開いているとき、およびチャンネルスキャン中は使用
できません。

¡ 電池の量が少なくなると、VOXは使用できなくなります。表示部の電
池残量表示が減り始めたら早めに電池を充電してください。

マイクの感度を設定する（VOX感度）

マ
イ
ク
の
感
度
を
設
定
す
る
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VOX使用時、会話の最後が途切れてしまう場合があります。話し終わっ
てから、受信待ち受けになるまでの時間（遅延時間）を調整して、会話が
最後まで送信されるように設定してください。工場出荷時は「05（0.5
秒）」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「dY」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
01 (0.1秒)／03 (0.3秒)／05 (0.5秒)／10
(1.0秒)／15 (1.5秒)／30 (3.0秒)の中から
選択します。

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

ご注意
¡ 設定した遅延時間中に話し続けると、VOXによる送信が続けられ、話
が終わると設定された遅延時間後に送信が終了します。

会話の最後が途切れないようにする （VOX遅延時間）

会
話
が
最
後
ま
で
送
信
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
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受信時の雑音を消したり、弱い信号を受信するために、スケルチレベルを
調整することができます。
スケルチレベルを下げる（3→2→1）と、受信しづらい弱い信号を受信
できます。そのときは、雑音も同時に受信します。
スケルチレベルを上げる（1→2→3）と、雑音が聞こえなくなります。
スケルチレベルを「OF（OFF）」にすると、常にスケルチが開いた状態に
なります（常時モニター）。工場出荷時は「1」に設定されています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「Sq」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
OF（OFF）／1／2／3の中から選択します。
「OF」を選択した場合は、「常時モニター」にな
ります。

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

ご注意
¡ オートチャンネルセレクトをONにすると、常時モニターは解除さ
れます。

¡ グループ通話のとき「常時モニター」すると、そのチャンネルで受信し
ているすべての音声が聞こえます。

スケルチレベルを調整する

ス
ケ
ル
チ
レ
ベ
ル
を
調
整
す
る
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ボリュームを最小にしても、受信音やビープ音が聞こえるように設定で
きます。誤操作でボリュームが最小になり、受信音やビープ音を聞き逃
すことを防ぐことができます。工場出荷時は「OF（OFF）」に設定され
ています。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「FS」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
On（ON）：ミニマムボリュームON
OF（OFF）：ミニマムボリュームOFF

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

ボリュームが最小でも聞こえるようにする

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
最
小
で
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
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モニターキーを押したときの動作を設定する
モニターキーを押したときのスケルチのON／OFFのしかたを設定する
ことができます。工場出荷時は「OF（OFF）」に設定されています。
モーメンタリー動作
【モニター】を押している間だけ、スケルチがOFFになる。

トグル動作
【モニター】を押すたびに、スケルチのON／OFFが切り替わる。

スケルチがOFFになると常時モニターになります。

　
本機の【P】キー、またはマイクロホンの【1】、【2】、【3】のどれかの
キーに、「モニター」を設定しておきます。

1 一度電源を切る

2 【P】を押しながら【POWER】を
押す

電源が入り、表示部にメニューが表示されます。

3 【F】または【P】を押す
「SA」を表示させます。

4 【UP】または【DOWN】を押す
押すたびに切り替ります。
OF（OFF）：モーメンタリー動作
tG ：トグル動作

5 【PTT】を押す
設定を終了します。
【PTT】のかわりに【POWER】を1秒以上押す
と設定を終了して、電源を切ります。

モ
ニ
タ
ー
キ
ー
を
押
し
た
と
き
の
動
作
を
設
定
す
るご注意

¡ オートチャンネルセレクト中に【モニター】を押すと、オートチャンネ
ルセレクトを中止し、スケルチが開きます。
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次のような機能もあります。これらの機能はKPG-81Dにてのみ設定可
能です。
　
モニター
「モニター機能」に割り当てられているキーを押したときに、強制的に
スケルチを開き、信号の状態をモニターすることができます。工場出
荷時は【P】キー、およびマイクロホンの【1】キーに割り当てられて
います。

オートチャンネルセレクト
あらかじめ交信相手どうしで設定しておいたチャンネルが混んでいて、
連絡したいが交信ができない。このようなときに空いているチャンネ
ルを自動的に捜してくれる機能です。

バッテリーセーブ
電池の無駄な消耗を防ぐための機能をOFFにできます。

キー割り当て（【P】キー／リモコンキー）
本機の【P】キーとマイク
ロホンのキー（【1】、【2】、
【3】）に、機能を割り当て
ることができます。

コールトーン3-1／3-2
本機の【P】キー、またはマイクロホンの【1】、【2】、【3】のどれか
に、コールトーン3-1／3-2を割り当ててあるときにそのキーを押す
と、コールトーンを送出することができます。

コールトーン音色変更
コールトーン1／2で出力されるコールトーンの音色を変更すること
ができます。

VOLUME【P】キー 

【1】 【2】 【3】 

こ
ん
な
機
能
も
あ
り
ま
す

こんな機能もあります
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通話終了告知
レピーター運用モード時に自局の送信が終了したことをビープ音で相
手に知らせることができます。

コンパンダ
雑音を抑えて、音声のみを明瞭にする機能です。使用する場所の周り
が騒がしく、音声が聞き取りにくい場合に設定します。

チャンネル選択モード
コールNo.ごとに、ノーマルモード、レピーター運用モード、チャン
ネル、グループ番号、セレコール機能、レピーターアクセスモー、お
よびプライオリティーチャンネルの指定を行えるモードです。
用途
チャンネルごとにセレコールを設定して、簡単に個別/一斉呼び出し
が容易に変更できます。

設定例

本体電源スイッチの無効
特殊な用途で使用する機能です。
（通常は「有効」に設定してください。）

オプション出力
設定条件に一致すると、マイクジャックの3M端子からアクティブレ
ベルを出力します。
（通常は「OFF」に設定してください。）

こ
ん
な
機
能
も
あ
り
ま
す

こんな機能もあります

ルーコ
.oN ルネンャチ プールグ ルーコレセ

DI( トスリ ).oN
ーターピレ

1 3h 8 FFO

2 5h 101 FFO

91 8 ）継（ 1 2 007U-BCT

02 8 ）継（ 52 3 72GR-ZBU

P 1h 3 FFO

... ... ......
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こんな機能もあります

KPG-81D（プログラミングソフト）について

TCP-U80はKPG-81Dによる設定をお薦めします。
設定項目と本機のキーによる設定項目は右表を参照してください。

こ
ん
な
機
能
も
あ
り
ま
す

※ 画面は仕様変更により、実際の画面とは異なることがあります。

ご注意
¡ 操作については、KPG-81D画面のヘルプ文をご覧ください。
¡ PCと本機の接続については、サービスマニュアルをご覧ください。
なお、接続する時は必ず本機の電源を切ってください。

動作条件
対応OS ......................... Windows®  95/98/NT4.0(SP6)/2000(SP3)/XP
CPU .............................. OS推奨以上
メモリ............................ 6 MB以上
HDDの空き .................. 1.4 MB以上
インターフェイスケーブル ..... KPG-22

Windows® は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
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こ
ん
な
機
能
も
あ
り
ま
す

設定項目一覧

目項定設
るよにーキ体本

定設
D18-GPK るよに
定設

択選のドーモ用運 ※○ ○
の灯点時常プンラ FFO/NO ※○ ○

の音プービ FFO/NO ※○ ○
択選の囲範トクレセルネンャチトーオ ※○ ○

フオーワパトーオ )OPA( の能機 FFO/NO ※○ ○

の能機ムーュリボムマニミ FFO/NO ※○ ○
択選のルベレチルケス ※○ ○

の能機ルブンラクス FFO/NO ○ ○
の能機信着動振 FFO/NO ○ ○

択選のルネンャチ期初 × ○
プールグ（択選のプールグ期初 A） × ○

の能機ち待面二 FFO/NO ※○ ○
プールグ B 択選の ○ ○

XOV の能機 FFO/NO ※○ ○
XOV 択選の度感 ※○ ○
XOV 択選の間時延遅 ※○ ○

の能機ブーセーリテッバ FFO/NO × ○
の能機ダンパンコ FFO/NO × ○

の能機音告予了終話通 FFO/NO × ○
択選の式方スセクアーターピレ × ○

択選の式方力出ンョシプオ × ○
ンートルーコ 1 択選の × ○
ンートルーコ 2 択選の × ○

の能機クッローキ FFO/NO ○ ○

可許の定設ンョシクンァフ / 択選可許不 × ○

効有のチッイス源電体本 / 択選効無 × ○

)P( のクイマびよお )3,2,1( 択選能機のーキ × ○

択選作動の時たし押をーキータニモ ※○ ○
の能機ルーコレセ FFO/NO ーコレセびよお、
定設るす関に能機ル

× ○

¡ 必ず最初に「運用モード」を選択してください。
※ 印の項目は「ファンクション設定」を「禁止」に設定した場合は、本体
キーでのファンクション設定変更ができなくなります。

こんな機能もあります
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修理を依頼される前に下の表を確認してください。該当する症状がない場
合や異常を解決できない場合は、リセットしてください（→56ページ）。

ノーマル運用モード／レピーター運用モード共通

状症 因原 置処 照参
ジーペ

いなら入が源電 るいてし耗消が池電
るす電充 51

るす換交とクッパ池電の備予 41

いなきで信受・
し回をみまつ量音・

いな出が音もて　

【 TTP 信送てれさ押が】
るいてっなに中 【 TTP す離を】 22

うがちが号番プールグ にじ同と手相を号番プールグ
るす

52
82

いなきで話通と手相

番プールグかルネンャチ
う違が号

を号番プールグ、ルネンャチ
るせわ合にじ同と手相

22
52
82

ぎすれ離が離距のと手相
るいて

通に安目を離距るきでの話通
るす話 11

るいてっ違がドーモ話通 るすにドーモ話通じ同と手相 42

のルーコレセ DI 　う違が のルーコレセ DI すわ合を 63

もてし押をーキのど
いなし化変が示表 るいてっなにクッローキ るす除解をクッローキ 33

いなえ消が明照 が灯点時常の明照 NO に
るいてっな

定設の」灯点時常の明照「
を FFO るえ換り切に 83

るす耗消ぐすが池電 使くよを灯点時常の明照
う

使けだきとな要必は灯点時常
う 83

が声音いなれ取き聞
こ聞も何、りたっ入

にのいなえ DEL が
るす灯点に」緑「

通でドーモルブンラクス
いがプールグるいてし話

る といなか空がルネンャチのそ
るす更変をルネンャチはき

22
52
82ルグのでルネンャチじ同

グるいてっ使を号番プー
るいがプール

トクレセルネンャチ
いなれらめ止を るいてっなにクッローキ るす除解をクッローキ 33

るすくき大を量音・
ういと」ープ「と　

るすが音　
るえ消ぐすが示表・

るいてし耗消が池電
るす電充 51

るす換交とクッパ池電の備予 41

いなきでが信送 DEL てし灯点に」緑「が
るい

るす更変をルネンャチ
、か DEL つ待をのるえ消が

22
52
82

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

故障かな？と思ったら
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レピーター運用モード使用時

状症 因原 置処 照参
ジーペ

セクアにーターピレ
いなきでス

ら鳴が音ーラエスセクア
いな

ドーモ用運ーターピレ・
いないてっなに　

定設にドーモ用運ーターピレ
るす

　
34

る鳴が音ーラエスセクア
ルグ、号番ルネンャチ・
ーターピレが号番プー　

るいてっ違と号番の　
が離距のとーターピレ・

るいてぎすれ離　

番プールグ、号番ルネンャチ
わ合と号番のーターピレを号

るせ

52
82

通に安目を離距るきでの話通
るす話 11

いなきで話通と手相

モ用運ーターピレが手相
いないてっなにドー

定設にドーモ用運ーターピレ
るす 34

、号番ルネンャチの手相
う違が号番プールグ

バーシンラトの内プールグ
一同てべすはーターピレ、ー
プールグ、号番ルネンャチの

るす一統に号番

52
82

のルーコレセ DI う違が のルーコレセ DI すわ合を 63

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

故障かな？と思ったら
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初期設定の状態に戻す（オールリセット）
設定されている内容はすべて消去され、初期設定時の状態に戻ります。

1 一度電源を切る

2 【UP】と【DOWN】を押しながら
【POWER】を押す

表示が全点灯します。

3 【UP】、【DOWN】、【POWER】を
から指を離す

ビープ音が鳴ってリセットされます。
初期設定時の状態に戻ります。

　

故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら

故障かな？と思ったら

ご注意
¡ KPG-81Dにて設定されたセットに対しリセットを行なうと、工場出
荷時の設定に戻るのではなく、KPG-81Dで設定した状態に戻ります。
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本機には、次のようなオプション（別売品）が用意されています。

・EMC-2B※...... イヤホン付きクリップ型マイクロホン

・EMC-3 ............. イヤホン付きクリップ型マイクロホン

・KMC-21※ ..... スピーカーマイクロホン

・HMC-3 ............. VOX、PTT付きヘッドセット

・HMC-4 ............. リモコン対応VOX/PTT/TOT切換式ヘッドセット

・HS-9 ................ プチ型イヤホン

・KHS-21※ ...... ヘッドセット

・SMC-34※ ..... リモコン対応ボリューム付きスピーカーマイクロホン

・UPB-3L ........... 充電式リチウムイオン電池　（3.6V 600mAh）

・TCB-U700 ..... レピーター

・UBZ-RG27..... レピーター

オ
プ
シ
ョ
ン（
別
売
品
）に
つ
い
て

オプション（別売品）について

ご注意
¡ マイクロホンやヘッドセットの使用について
上記一覧には動作保証されている製品を記載していますが、使用頻度が
高く堅牢性が必要な場合は、※印の製品を使用してください。

¡ 製品名のあとに(G)、(C)と表記されてる商品がありますが、これらも表
記の無い商品と同一製品です。
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オ
プ
シ
ョ
ン（
別
売
品
）に
つ
い
て

スピーカーマイクロホン（SMC-34）について

本機のSP/MIC端子に取り付けます。その際、スピーカーマイクロホン
がSP/MIC端子からは外れるのを防ぐために、マイクプラグ固定金具を
取り付けてください（→17ページ）。お買い上げ時は、LOCKスイッチ
の位置が「ON」になっています。

・【PTT】（トークスイッチ）
送信するとき、このスイッチを押しながら話します。

・ LOCKスイッチ（背面）
このスイッチをONにすると、マイクのみの機能になり、【1】～【3】
のスイッチは使えなくなります。

・【1】、【2】、【3】
本体の機能を割り当てることができます（→50ページ）。

VOLUME

LOCK

ON

マイクプラグ 
固定金具 【PTT】 

【1】 【2】 【3】 

LOCKスイッチ 

オプション（別売品）について
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オプション（別売品）について

08U-PCT
ドーモルマーノ
示表ルネンャチ　 　

ドーモ用運ーターピレ
示表ルネンャチ

1h ～ 9h 1～ 11 　 1h ～ 9h 1～ 81 　
7-ZBU 　 △ × × ×
71-ZBU 　 ○ × × ×
3L-ZBU 　 △ × × ×
5L-ZBU ◎ × × ×
5AL-ZBU ◎ × × ×
7AL-ZBU ◎ × × ×
R7AL-ZBU ◎ × × ×
9FL-ZBU ◎ × × ×
11FL-ZBU × ◎ × ×
9GL-ZBU ◎ × × ×
11GL-ZBU × ◎ × ×
9HL-ZBU ◎ × × ×
11HL-ZBU × ◎ × ×
02HL-ZBU ◎ ◎ × ×
02JL-ZBU ◎ ◎ × ×

5B-ZBU × ◎ × ×
5AB-ZBU × ◎ × ×
7B-ZBU × ◎ × ×
07U-PCT × ◎ × 007U-BCT
R9GB-ZBU ◎ × 72GR-ZBU ×

R11GB-ZBU × ◎ × 72GR-ZBU

R02GB-ZBU ◎ ◎ 72GR-ZBU 72GR-ZBU

08U-PCT ◎ ◎ 72GR-ZBU 72GR-ZBU
007U-BCT

特定小電力トランシーバー互換表
本機と従来の機種間の互換性は次のとおりです。
◎：グループモード有り、スクランブルモード有りで通話可能
○：グループモード有り、スクランブルモード無しで通話可能
△：グループモード無し、スクランブルモード無しで通話可能
×：通話不可
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保証について
● 保証書（別添）
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は必ず「お買い
上げ日・販売店名」等の記入をお確めのうえ、販売店から受け取っていただ
き、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。

● 保証期間
保証期間は、お買い上げの日より 1年間 です。

修理を依頼されるときは
「故障かな？と思ったら」（54ページ）を参照してお調べください。それで
も異常があるときは、製品の電源を切って、お買い上げの販売店またはケン
ウッドサービスセンターにお問い合わせください。（別紙“ケンウッド全国
サービス網”をご参照ください。）
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途
お客様御自身でお控え下さいますようお願いいたします。また、本機の故障、誤
動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害など
の付随的損害につきましては、ケンウッドは一切その責任を負いませんので、あ
らかじめご了承ください。

● 保証期間中は・・・
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの
販売店またはケンウッドのサービスセンターが修理させていただきます。
修理に際しましては、保証書をご提示ください。
本機以外の原因（衝撃や水分、異物の混入など）による故障の場合は、保証対
象外になります。詳しくは保証書をご覧ください。

● 保証期間経過後は・・・
お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンターにご相談くださ
い。修理によって機能が維持できる場合はお客様のご要望により有料にて
修理いたします。
･ 補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後8年です。。。。。
（補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

● 持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。

● 修理料金の仕組み（有料修理の場合は次の料金が必要です。）
技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。技術者の人件

費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が含まれます。
部品代：修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部材等を含む

場合があります。

保証とアフターサービス (よくお読みください)
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仕
様

送受信周波数 ................ 直接交信用－ノーマルモード（12.5 kHzステップ）
422.050～422.175 MHz（1～11 ch）
422.200～422.300 MHz（h1～h9 ch）
中継交信用－レピーター運用モード（12.5 kHzステップ）
受信：421.5750～421.7875 MHz（1～18 ch）
　　　421.8125～421.9125 MHz（h1～h9 ch）
送信：440.0250～440.2375 MHz（1～18 ch）
　　　440.2625～440.3625 MHz（h1～h9 ch）

電波型式 ........................ F3E、F2D
周波数安定度 ................ ± 4 ppm
消費電流 ......................... 送信時（電源電圧3.8 V）................. 80 mA以下

受信50 mW出力時 ......................... 120 mA以下
受信待受時 ......................................... 65 mA以下
バッテリーセーブ時（平均値）.......... 25 mA以下

使用温度範囲 ................. －10 ℃～＋50 ℃
電源電圧（定格電圧）... DC 3.8 V（マイナス接地）
対応電源 ........................... 充電式リチウムイオン電池（3.6 V、600 mAh）
送信出力 ........................ 10 mW
低周波出力 .................... 50 mW以上（定格電圧、8 Ω負荷、10 ％歪時）
受信感度 ........................ －8 dBμ(0.4 μV)以下（SINAD 12 dB時 ）
寸法（突起物含まず）... 幅 54 × 高さ 98 × 奥行 26 mm
質量（重量）.................. 約148 g（リチウムイオン電池を含む）



〒192-8525　東京都八王子市石川町2967-3
● 商品に関するお問い合わせはカスタマーサポートセンターをご利用ください。
　 電話 (03) 3477 - 2803　  FAX (03) 3477 - 5334
● アフターサービスのお問い合わせは、最寄りのケンウッド・サービスセンター
にご相談ください（製品に付属の“全国サービス網”をご参照ください）。
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